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情報通信審議会 情報通信技術分科会 

技術戦略委員会（第２０回）議事録 
 

第１ 開催日時及び場所 

 平成３０年５月１１日（金） １７時００分～１８時００分 

 於、総務省第１、２、３会議室（地下２階） 

 

第２ 出席した構成員（敬称略） 

 相田 仁（主査）、上條 由紀子、森川 博之、浅見 徹、飯塚 留美、 

 内田 義昭、大槻 次郎、岡野 直樹、片山 泰祥、黒田 道子、 

 酒井 善則、松井 房樹、三谷 政昭、宮崎 早苗、行武 剛 

 

第３ 出席した関係職員 

 (1) 総務省 

 （国際戦略局） 

 今林 顯一（国際戦略局長） 

 椿 泰文（国際戦略局参事官） 

 布施田 英生（技術政策課長） 

 田沼 知行（研究推進室長） 

 中溝 和孝（通信規格課長） 

 翁長 久（宇宙通信政策課長） 

 （情報流通行政局） 

 栁島 智（情報流通行政局参事官） 

 坂中 靖志（放送技術課長） 

 （総合通信基盤局） 

 野崎 雅稔（電波政策課長） 

 荻原 直彦（電気通信技術システム課長） 

  

 (2) プレゼン者 

 山下 達也（ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社） 
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 (3) オブザーバー 

 齊藤 修啓（文部科学省 研究振興局参事官（情報担当）付 情報科学技術推進官） 

 松本 真太郎（経済産業省 産業技術環境局研究開発課産業プロジェクト推進室長） 

 

 (4) 事務局 

 杦浦 維勝（技術政策課 統括補佐） 

 

第４ 議題 

（１）構成員等からのプレゼンテーション 

（２）意見交換 

（３）その他 

 

 

開  会 

 

○相田主査  それでは、ご出席予定の構成員の方々、おそろいになりましたようですの

で、ただいまより情報通信審議会情報通信技術分科会の技術戦略委員会、第２０回会合

を開催させていただきます。 

 まず、議事に先立ちまして、事務局から配付資料の確認をお願いします。 

○杦浦技術政策課統括補佐  本日、お手元にお配りしておりますのは、資料、まず２点、

発表資料として、資料２０－１、ＡＴＲ様、２０－２、ＮＴＴコミュニケーションズ様

からいただいております。こちら、２０－２につきましては扱いは非公表ということで、

お持ち帰りになられる分には構いませんが、構成員、あるいは配られた方限りという扱

いでよろしくお願いいたします。 

 それから、参考資料を３点お配りしております。簡単に確認いただければと思います

けれども、参考資料２０－１は前回議事録（案）ですが、こちら、総務省のホームペー

ジで公開になりますので、メールで事前にご確認をお願いしておりますけれども、改め

て何かありましたら、来週の金曜日までに事務局までご連絡をお願いいたします。 

 参考資料２０－２、こちらは総務省で別途開催しておりますＩＣＴ分野における技術
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戦略検討会において、これまで検討している内容を簡単にまとめたものでございます。

こちらは、これからの方策等について、検討のたたき台といいますか、始めているもの

でございますけれども、本委員会におきましても、こういった内容を今後ご議論いただ

くために、検討会でもう少しもんでから、この委員会にインプットさせていただければ

と思っております。本日の議論の参考にもしていただければと思います。 

 参考資料２０－３としまして、ＮＩＣＴのテストベッドに関する資料をいただいてお

ります。こちら、ＮＴＴコミュニケーションズ様から本日、テストベッドに関するお話

がありますので、議論の参考にしていただければと思います。 

 それから、本日、オブザーバーということで、発表もされますＮＴＴコミュニケーシ

ョンズから山下様、文部科学省から齊藤推進官、経済産業省から松本室長にご出席いた

だいております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○相田主査  オブザーバーの方におかれましても、積極的に質疑や議論にご参加いただ

ければと思います。資料及び前回の議事録について、何かこの場でご指摘いただく点ご

ざいますでしょうか。 

 それでは、議事録につきましては、先ほどございましたように、何かお気づきの点が

ございましたら、５月１８日、来週の金曜日までに事務局までご連絡いただくというこ

とで、この場での読み上げは省略させていただきます。 

 本日でございますけれども、前回に引き続き、情報通信技術戦略のあり方につきまし

て２件プレゼンをご用意いただいているということで、２件プレゼンをいただいてから、

まとめて質疑応答ということですか。 

○杦浦技術政策課統括補佐  そうです、はい。 

○相田主査  ということで考えております。 

 

議  事 

 

（１）構成員等からのプレゼンテーション 

 

○相田主査  それでは、まず最初は、浅見専門委員から発表をお願いいたします。 

○浅見構成員  ＡＴＲの浅見です。これは何分ぐらいで話せばよろしいんですか。 
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○相田主査  １５分から２０分くらい。 

○浅見構成員  わかりました。実際、何を話していいかは、私も二度目の出席なので空

気を読めていませんので、取りともめなくなるのかなと思いますが、過去の若干のスラ

イドを拝見させていただいて、それに基づいてスライドをつくってみました。タイトル

は「個人情報の利活用に向けたＩＣＴ基盤技術」というタイトルです。２ページ目の「Ｉ

ｏＴによるユーザデータの利活用の推進」とかいったタイトルのスライドは過去にあり

ました。それに対してニーズ面から私のほうで検討しました。それによりますと、無線

の通信はまだ研究課題があるんじゃないかと思った次第です。 

 それはどういうことかというと、アプリケーションから見て無線のレイヤーというの

は、ファイバーと違って切れることがありますが、アプリケーション自体はそれを予知

できない。このため、ロバストな通信というのは、やはり無線の課題でしょう。無線は

反射とかそういったものがありますので、通信できると思ってもできなかったりします。

そういったところがないようなつくり込みという研究開発があるかなと思いました。 

 それと似ていますが、例えば、火災の現場でいろいろなものが燃えているという前提

で、ほんとうに携帯電話等々が消防の現場で使えるのか、ビルの中で等々色々な場合が

ありますから。そういったことが起こったときにどう無線を使うかということです。そ

れから、ドローンに関しても、実際に視野外で使おうとすると、３次元上で絶対に無線

がつながるという保障がない限り使えないでしょう。ということで、このような３次元

での無線環境をちゃんと調べ上げておく研究は必要じゃないかと考えています。これ、

資料２で示してあります。 

 資料３にありますが、いろいろなセンサー等々があると、電力供給が非常に難しい問

題になってきます。昨今の無線電力伝送技術とか、いろいろ研究はされていますが、そ

れを実際に使っていくときには、通信との干渉といったことが出てくるだろう。そうい

うことがないような無線電力伝送技術と、その規格みたいなものをつくっていくことが

求められるだろう、これが資料３です。以上がスライドの２ページ目で、スライドの３

はＡＩデータの整備・提供に関する重点的な取り組みの推進に関係しています。資料４

と５では、ＡＴＲがやっております脳とＩＣＴに関するテーマということで、孤立し適

応不能に陥った個人の社会復帰に向けた技術です。一言で言うと、鬱病の治療のような

研究を事例として示しております。 

 過去、ＡＩデータの整備等々に関しては、宇宙とＩＣＴという検討が過去のスライド
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にありましたが、海洋とＩＣＴはもっと重要ではないでしょうか。海洋資源があります

から。日本のＥＥＺというのは非常に広大です。そこをほんとうの意味で経済化するに

は、海洋資源の開発システムの要素技術である、ロボットとか超音波の水中撮像装置で

非常に精度の高いもの、それから、有線と超音波をハイブリッドに組み合わせたロボッ

トと船との間をマルチホップでつなぐ通信システムみたいなものを、開発する必要があ

るのではないかというのが資料６と７です。これがこれまでの課題ですが、もう一つ、

私がここで申し上げたいのは、End-to-Endのセキュリティへの疑問です。これは、これ

まで非常に研究されてきて、実際、ｅコマースということで使われております。通信の

秘密とかプライバシーの保護ということに関しては、昨今の通信技術、かなり成熟して

きていると思います。ところが、ｅコマースでは、全部秘密にするわけにいかない。通

信の秘密とかプライバシーの保護は匿名がベースです。ところが、ｅコマースというと、

納税とかライセンスの移動とかが起こりますから、記名が原則です。ということで、こ

れをうまくミックスさせないとビジネス的に成り立たないでしょう。従来はEnd-to-End

のセキュリティに偏っていると思います。そういうことで、両立可能なセキュリティプ

ロトコル、そういったものを設計していく時期にあるのではないかと思います。 

 資料にいきますと、７ページは、実際我々が実施しておりますネットワークロボット

です。複数台のロボットが協調して、ある種のタスクを実行するといったようなことを

研究しております。ロボットをつなぐというのは、例えば、ここにある車椅子等々です

が、こういったものは無線でつながっているわけですが、人間が乗りますから、この無

線は、ほとんど切れてはいけない無線ネットワークが必要とされます。ただ、実際はそ

うじゃないというところが、アプリケーション側から見た課題だという感じがいたしま

す。 

 次は、ドローンに使う無線の電力分布計測ができないのかということで、実際、ＡＴ

Ｒがつくったドローンで示しています。こんなものがありますと、具体的に３次元で無

線計測はできる。ただ、これを動かすためには法的な問題等々、いろいろありまして、

解決しなければならず、こういったことを地道に計測していく活動が必要じゃないかと

思っております。 

 次は９ページ目です。これは無線電力伝送の一つの例です。電磁共鳴を使った無線電

力装置で非常に有名なものです。これは非常に大電力で、何ワットという電力を供給す

るわけです。ということで、無線通信の電力と比べると桁違いに大きいわけです。こう
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いったものの相互干渉がないように持っていく必要があるなというのが９ページ目のス

ライドのお話です。 

 １０ページ目は、脳とＩＣＴというところに関するものですが、現在、大体５００万

人ぐらいの日本人の方々が、いわゆるひきこもりとか鬱病で、順調な就業ができない状

況にあります。いわゆる生産年齢人口ということを考えると、１割近い方々です。こう

いった方々を社会復帰させて仕事に就かせるということは、本人のためだけじゃなくて

国のためにもとても重要な技術ではないかと思っております。それに関して、ＡＴＲで

はＤｅｃＮｅｆとかいう技術を開発しておりまして、脳の活動状態を見て、それを個人

がコントロールするような、そういう自己学習を繰り返すとかなり改善されるといった

ようなことがわかっております。こんな研究もしております。 

 １２ページ目、これは海洋資源開発ですけれども、ＥＥＺを入れると、日本は世界で

９番目の領土大国です。非常に広大な領土を持っていることを我々は認識しなくてはい

けないが、ほとんど活用されていない。漁業以外には使っていないと思います。こうい

ったものを活用するには、１３ページにあるように、大体５,０００メートルから６,０

００メートルぐらいで活動するようなロボットが必要とされます。伝送遅延があるとい

うことで、リモート制御はなかなか難しい。このため、自律型で動くようなロボットが

要るだろう。その際、撮像装置は電波は使えない、光も使えないということで、超音波

の水中撮像装置、特に非常に精度の高いものが必要になってくるんじゃないかと思いま

す。それから、母船からロボットの作業環境をモニターするには、その種のハイブリッ

ド型の通信システムが必要になるだろう。こういうものをつくっていく時点にあるので

はないかと思います。 

 １４ページ目では、人間の転入、転出等々が盛んになる、そういう時代を考えると、

個人の番号デバイスみたいなものも、なるべく人間が持ちやすいウエアラブルなものが

必要になってくるでしょう。ここで提案したのは、携帯電話のアーキテクチャを持って

くるのがいいかなと思いまして。ホームネットワークというのは本籍地だろう、在圏ネ

ットワークが現住所というようなつくり込みをすると、移動に対して親和性の高いデバ

イスをつくれるのではないかという提案です。 

 １５ページに行きますと、最近、シェアリングビジネスが立ち上がっており、新聞等

で非常にいいサービスだということで言われております。これに関しては、確かに使う

ほうから見ると非常にいいのですが、税収ということに関しては問題があります。１６
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ページに、例えばタクシー事業を考えたときに、売り上げが２０億円ぐらいのタクシー

会社を前提で考えますと、大体消費税と法人税合わせて税額が２.３億円国税庁に入ると

いうのは簡単なモデルで示すことができます。これをライドシェアというビジネスに持

っていくと何が起こるかというと、５,０００万円程度になるということで税収が激減し

ます。 

 こういうことを考えると、個人からも消費税等々を取るような、そういう仕掛けがな

いと国庫が細ると思います。そういうことで、こういったビジネス形態を捕捉するよう

なシステムが必要になるだろうと思います。 

 １８ページでは、伝統的なセキュリティ環境のモデルは、間に悪い人がいるというか、

攻撃者がいるというモデルが多いんですが、インターネットになってわかったのは、そ

んなモデルよりもはるかに末端のほう、現実世界では消費者みたいなところに攻撃者が

いて、ＤＤｏＳとかＳＰＡＭとかメールスプーフィングとかＩＰスプーフィングとか情

報漏洩とか、山のような攻撃にさらされるということ。これに関しては、後追いでして、

組織立ったというか、理論的な検討はあまりされていないと思うんです。これをちゃん

とプロトコルで保障したり、防護したりするような、そんな研究が必要じゃないかと私

は思っています。 

 １９ページは極論です。これからは個人間で取引するような時代がくる。個人間で、

例えばゴッホの絵、５億円のゴッホの絵を個人間で売買するということが起きます。こ

のときにどうやって消費税を納めていただくのか。今の技術ですと、これはできないで

す。そういう課題があるので、お金の流れと物の流れを両方考えたプロトコルをつくっ

ていく必要があるのではないかというのがここでの提案です。 

 例えば消費税等々ですと、ＯＥＣＤの規約がございまして、サービス事業者が代納す

るというような形態になっているんですが、国際間ではなかなかうまく行っていません。

基本的には買った人が消費税をちゃんと納めるという、そういうプロトコルをつくって

いく時代に来ているんじゃないかと思い、消費税とｅコマースの例を２０ページに示さ

せていただきました。 

 大体１５分ということで。 

○相田主査  ありがとうございました。２件プレゼンテーションいただいてから、まと

めて質疑応答と思っておりますけれども、何かこの場で確認しておきたいことはござい

ますでしょうか。よろしゅうございますか。 
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 それでは、続きまして、ＮＴＴコミュニケーションズの山下様からご説明をお願いい

たします。 

○ＮＴＴコミュニケーションズ（株）（山下）  ＮＴＴコミュニケーションズの山下です。

よろしくお願いいたします。 

 浅見先生のすごく壮大な話の後で細かい話になってしまって恐縮なんですけれども、

私、事務局の方に、何をお話しすればいいですかということで議論させていただいたと

きの課題が、今のビジネスで使っている通信ネットワークのインフラで、いわゆるオー

プンソースと言われているものはほんとうに活用されているのか、ちゃんと使われてい

るのかということに関して、事例があれば紹介をできないかというお問い合わせをいた

だいたと思っております。それが１点。 

 もう一つは、先ほど事務局からご案内があった、ＮＩＣＴの総合テストベッド、これ

に関して、実はＮＴＴコミュニケーションズだけではなくて、ＮＴＴグループ、昔から

すごく活用させていただいているんですけれども、今後のＮＩＣＴの総合テストベッド

に関して何か前向きな意見があるのであれば、ぜひここで言っていただきたいと言われ

たと思って、こういうくくりにさせていただいていますので、ご承知おきください。 

 まず１点目の通信のネットワークインフラの分野においてオープンソースが活用され

ているのかと。これは、ソフトバンク、ＫＤＤＩ等々の事例は私どもではわかりません

ので、ＮＴＴコミュニケーションズという会社の中の事例になります。 

 まず３ページですけれども、弊社の通信ネットワークインフラにおける活用実績です

けれども、端的に申しますと、オペレーションシステムであるとか周辺のシステムには、

ちょっと言葉は乱暴ですけれども、ばりばり使われています。ところが、実際のデータ

を流す本物の回線の部分であるとか、回線を収容する箱、ルーターであるとか、いろい

ろありますけれども、そこを制御するところに、よく言われているオープンソースとい

うものがすごく使われているかというと、まだそうではありませんというのが全体論で

す。ですから、前者のほうは、後ほど申し上げますけれども、具体的な事例をオペレー

ションシステムのところはお伝えしようと。それから、ほんとうにデータが流れている

光ファイバーのところとか、それを収容しているルーターとかデバイスのところに使う

ということを諦めているわけではないので、そこを今、どうチャレンジしているかとい

う話を後半でお話しできたらなと思います。 

 まだ３ページですけれども、ＯＳＳ、オペレーション周りって何がというと、お聞き



 -9- 

になったこと、あると思いますけれども、ＺａｂｂｉｘであるとかＮａｇｉｏｓとか、

ちょっと聞きなれないもの、そういうものが使われています。 

 それから、オペレーションシステムの動作のためのインフラというのが、要するに、

サーバーの上に載ってないといけませんので、それは俗に、よく言うＯｐｅｎＳｔａｃ

ｋであるとか、Ｄｏｃｋｅｒと言われる、コンテナと言われるものですね。これは、読

み方がいろいろあって、クベルネッツと呼んでいらっしゃる方がいたり、クバネテスと

呼んだりする人もいるんですけれども、クバネテスだと思いますが、Ｋｕｂｅｒｎｅｔ

ｅｓ。これは、マルチクラウドで、アマゾンのＡＷＳとかマイクロソフトのＡｚｕｒｅ

であるとかグーグルのクラウドプラットフォームとかというものを全部等しく使うとき

の、今新しいパースの技術なんですけれども、こういうものはもう実際に結構使われて

います。 

 それから、トラフィックを可視化する、決してブロッキングの話ではございませんで、

トラフィックなんかを可視化するところとか分析をするところ、これはＥｌａｓｔｉｃ

ＳｅａｒｃｈであるとかＫｉｂａｎａであるとか、これもよく聞くと思いますが、オー

プンソースはばんばん使われています。冒頭申し上げたように、制御系のところ、ここ

がほんとうは一番使いたい。なので、オープンフローであるとか、いろんなものが世の

中、チャレンジされているのですけれども、弊社の意見としては、まだここのところに

オープンソースをほんとうに導入すると、すごくトラブルが多かったり、性能の問題が

あったり、機能の問題ももちろんあります。なので、本格的な商用導入には弊社でもま

だ肝のところは至ってないと考えております。ただ、チャレンジはしています。 

 どちらにせよ、２番の共通の課題ですけれども、オープンソースというものを使って

いると、オープンソースですから、誰か責任をとってくれるわけじゃありません。なの

で、試験というものがすごく大変です。もう膨大な試験項目を自分たちで定義して、誰

にも責任転嫁できませんので、しっかりやる必要があります。試験が大変。それから、

裏に隠れているんですけれども、オープンソースなのでどんどんバージョンアップして

いきますので、バージョンアップのたびに試験を繰り返していかなければならない。裏

を返すと、その試験の自動化にもオープンソースを使いながら、試験の自動化というの

がポイントになっていきます。 

 それから、オープンソースですので非常に動きが速いです。シスコに丸投げとかジュ

ニパーに丸投げというわけにいかないので、人材の育成がどうしても課題にはなります。
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後ほど申し上げますけれども、実際つくる人はスーパーなフルスタックエンジニアみた

いな人、弊社の中でもあまり数はいないんですが、頑張って寄せてきてつくるんですけ

れども、残念ながら、グーグルであるとかアマゾンのようにモダンなつくりの会社では

ないので、ＮＴＴのようなレガシーな会社は、保守部隊というところのマニュアルをつ

くって、しっかり２４時間３６５日運用してくださいねって渡していくのがどうしても

必要になるんですけれども、保守の部隊に移管をするときに、こういうオープンソース

でつくってしまうと、その辺の移管が難しいといいましょうか、大変というところが現

実問題としてあります。 

 といって、保守部隊にスーパーエリートの人を１００人並べるというのは現実的には

ちょっと無理なので、レベルが落ちるとは決して言いませんけれども、そういう部隊の

方にもスキルを移管していく、ここが実はすごく課題になっています。あくまで商用シ

ステムの話です。 

 これで、ほとんど言いたいことは言えたと思うんですけれども、これだとよくわから

ないと思うので、後から話題になるであろうＪＧＮということと近しい弊社のシステム

を２つご紹介したいと思います。私から質問するのも何なのですけれども、ＪＧＮとい

うのは、もう皆さん、よくご存じだという前提でお話ししてよろしいでしょうか。 

○杦浦技術政策課統括補佐  一応、テストベッドの説明は前回も簡単にはしているので、

ネットワークの試験ができるものだということは多分認識されていると思います。 

○ＮＴＴコミュニケーションズ（株）（山下）  わかりました。ＪＧＮというのはJapan 

Gigabit Networkの略だったと思いますけれども、ＪＧＮというのは札幌の雪まつりの中

継、私もかかわっております。それから、同じような時期に沖縄に行くとプロ野球のキ

ャンプが始まるので、それをお台場であるとか汐留の、いわゆる東京にあるキー局まで

届けるみたいな、映像の伝送みたいのをやっていて、ＪＧＮと言えば広帯域の映像伝送

のテストベッドというイメージが私はすごく強いです。 

 実は次のページをめくっていただきますと、ＮＴＴコミュニケーションズのほうでは、

ＪＧＮがやっているようなことを商用のネットワークというか、サービスで提供してい

ます。例えばＤＡＺＮであるとか、伊勢志摩サミットもこれで中継させていただきまし

たし、おそらくオリンピックもこういうサービスで、このサービスをバージョンアップ

する形で各中継会場からテレビ局まで持っていって、そこから放送波にのっけていただ

くという、映像ネットワークサービスというのがあります。 
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 次の５ページです。このサービスは、実は巨大なオペレーションシステムがないと、

とてもオペレーションできません。これを、弊社では「ＮＧＡＴＥ」と呼んでつくって

いるんですけれども、これが例えば、ＮＥＣにつくっていただくであるとか富士通につ

くっていただくという形ではなくて、該当するものがないので、自分たちでスクラッチ

でつくっています。内製開発プロジェクトというのはそういう意味です。そのときに、

オープンソースをがんがん使わせていただいています。それによって、我々としては、

最終的にはＣＡＰＥＸの削減ができるだろうと。 

 それから、これはオープンソースかそうじゃないかにかかわらず、今どきのソフトウ

エアのアーキテクチャというので、マイクロサービスアーキテクチャというものがよく

言われます。要するに、つくっては壊し、つくっては壊し、ぐるぐる回して、どんどん

デボックスを回そう、こういう形なんですけれども、そういうマイクロサービスのアー

キテクチャを採用して、ＡＰＩで疎結合していくという形で、内製プラスオープンソー

スという形でつくっています。 

 次のページですけれども、そういうものでつくっているＮＧＡＴＥというのは、こん

なことをしています。ざっくり言うと、上がオペレーションシステム、下が実際の回線、

光ファイバーであったり光ファイバーをつないでいる箱の話です。先ほど申し上げたよ

うに、光ファイバーとか箱のところはまだ怖くてオープンソースを使えていませんが、

上のオペレーションシステムは、ぱっと見ていただいて、こんなことをやっているのだ

なというところは、実はがんがんオープンソースを使っているという構図になっていま

す。 

 お時間の関係もありますので、次のページに行っていただいて、７ページです。じゃ、

オペレーションシステムのところは、こんな形でオープンソースと内製開発を組み合わ

せています。要するに、内製開発とオープンソースが排他であるわけではないんですね。

内製化開発でオープンソースにもないものは、自分たちでもゼロからつくる。オープン

ソースを利用してきて改造するとか使うというものは、こうやって組み込んでいるとい

うことで、そこのちょっと赤っぽい色と灰色の色で組み合わせています。 

 ぱっと見てわかるように、ほぼ内製プラスオープンソースでオペレーションシステム

のところはできていますし、よく皆さんが聞かれるようなＤｏｃｋｅｒだとかＺａｂｂ

ｉｘだとかＥｌａｓｔｉｃＳｅａｒｃｈだとか、いろいろ、ＲａｂｂｉｔＭＱであると

かいうのが、いろいろ散りばめられています。 
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 左下に書いてあるように、先ほども言いましたけれども、やはりこの辺の課題という

のは保守移管です。ですから、この保守を移管する、それから、試験をどうやっていく

かというところの自動化、あるいは、いかにスムーズに保守要員の方々に移管するかと

いうのを、今、すごくチャレンジしていて、そこにもオープンソースを使うという。ぐ

るぐる回っちゃうんですけれども、そんな構図になっています。これは前半のお話です。 

 それから、後半の８ページですが、また、変な絵が出てきましたけれども、先ほどの

オペレーションシステムではなくて、実際の光ファイバーがあって、ほんとうにテレビ

の映像ががんがん流れていて、光ファイバーとそれをつなぐ箱の部分をトランスポート

ネットワークと普通は呼びます。ここのところは、まだ怖くて、シスコの箱であるとか

富士通の箱であるとかシエナの箱であるとか、そういうもので構成されています。大き

く分けると、パケットレイヤーとオプティカルレイヤー、ほんとうに回線のところと、

それを中の信号、パケットに分けて分割して運ぶ箱のところに分かれるのですけれども、

これが今のところは、もうベンダーロックインという形になっていてここにオープンソ

ースの波を突っ込んで、ばらばら事件にします。「Opticalの領域でディスアグリケーシ

ョンの取り組みが活発」と書いてあるのはそういうことです。つまり、シスコの箱とい

うのがあったとしたら、自動車に例えたほうがいいですかね。エンジンはここ、タイヤ

はここ、ミッションはここ、シャーシーはここみたいに、全部トヨタじゃなくて、エン

ジンは日産とかタイヤはブリヂストンであるとか、そういうのを自由に選べるみたいな

ことを、ディスアグリゲーション、ばらばら事件みたいに呼ぶんですけれども、そうい

うことをして、ベンダーロックインを回避して、我々サービス提供側からすると自由度

を増したいという動きがあります。これは、決してＮＴＴコミュニケーションズだけが

言っているんではなくて、全世界のキャリアが言っていることです。 

 その事例を今からご紹介します。ページの９は、私どもの歩みですので飛ばさせてく

ださい。 

 まず１０ページですけれども、１つ、これはグーグルが言い出したオープンラインシ

ステムというのがあります。実はグーグルというのは今や、世界最大の通信事業者の一

つと言ってもよくて、海底光ファイバーケーブルを自分で持っていたり、私どもＮＴＴ

も最初は回線を買っていただいていたのですが、最近はもう買っていただけなくて、光

ファイバーだったら一緒に敷設しない？ みたいな感じになっているのですけれども、

それぐらい世界最大の通信事業者の一つになっていますが、彼らこそ、シスコであると
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かシエナであるとか富士通に縛られるのは嫌だということで、もうラインシステムをオ

ープン化しようよと、グーグルみずからが言い出したという動きが、まず、この１０ペ

ージの話です。 

 次の１１ページ、これもグーグル主導ですけれども、ばらばら事件にしたときには、

当然、設定だとか、初期設定したり変更したりみたいなものをコンフィギュレーション

しないといけないのですけれども、そこの部分も、シスコだったらＩＯＳとかいろいろ

あるんですけれども、嫌だと、全部オープンにしたいということで、ＯｐｅｎＣｏｎｆ

ｉｇ、これもグーグルが主導でやっていて、世界中のキャリアとかに、メーカーに声を

かけて、やろうよと言っている動きがあります。これが１１ページです。 

 １２ページ、今度はＡＴ＆Ｔという、アメリカのＮＴＴみたいなところ、ＡＴ＆Ｔが

主導している。逆ですね。ちょっと僣越な言い方です。ＡＴ＆Ｔが主導しているＯｐｅ

ｎＲＯＡＤＭ。ＲＯＡＤＭというのは、日本で言うとＮＴＴのコミュニケーションズで

はなくて、ＮＴＴ東日本であるとかＮＴＴ西日本という会社がメトロポリタンエリアの

ネットワークをつくるときに、リングで光ファイバーを、こういう輪によって面を広げ

ていくときに使う伝送の仕掛けをＲＯＡＤＭと言います。 

 例えば、東京と大阪のような長距離をつなぐときには、真っすぐの光ファイバーをこ

ういう感じでつなぐので、輪になってなくてもいいんですけれども、東京とか大阪とい

うエリアだと、輪をつくりながら光ファイバーを敷設していく。そのときのやり方をＲ

ＯＡＤＭといいます。これは皆様が使っているＮＧＮであるとか、ＫＤＤＩもソフトバ

ンクも同じだと思いますが、アクセス系はみんなこうなっていると思うのですけれども、

それも富士通であるとかシエナであるとかルーセントであるとかノキアであるとか、い

ろんなベンダーがロックインをかけているのですが、嫌だということで、これはＡＴ＆

Ｔが主導でオープンにするという話を、今、アメリカのほうで言っています。 

 それから、１３ページですけれども、これはどこの会社というよりも、コミュニティ

ー主導です。ＯＮＦというのはOpen Networking Forumの略で、ＳＤＮという言葉、皆様

もお聞きになったことがあるかもしれませんが、それがはしりになったオープンフロー

というものをつくった団体です。それと、ＭＥＦというのはMetro Ethernet Forum、都

市のイーサネットを普及する団体みたいなところが言っている、会社というか、団体が

言っているところで、これもやはりTransport APIであるとかLifecycle Service Orche

strationであるとかといって、似たような動きのことを違う言葉で言っているというこ
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とです。 

 こればかり説明すると時間がなくなるので、今の話を１４ページにまとめると、目指

すべき姿というところを見ていただくと、左側に絵がありますが、上はOrchestratorと

いう指揮者がいます。その下に、それぞれのデバイスごとにハードウエアを管理するコ

ントローラーが、デバイスの数が１０個あれば、ハードウエアの数が１０個あればコン

トローラーも１０個あるという形で、ばっと並んでいます。 

 実は「現在」というところを見ていただくと、ＮＴＴコミュニケーションズはOrches

tratorは実は内製でつくっているのですけれども、コントローラーのところはシスコに

依存しています。これは、シスコがスウェーデンの会社、Ｔａｉｌ－ｆというのを買収

したのですけれども、それをＮＳＯと呼んで、今つくっているんですけれども、これ、

依存しています。当然、独自になってしまって、ＮＢＩ、ＳＢＩというのは、Northbou

nd InterfaceとSouthbound Interfaceの略ですけれども、なっているんですが、今のグ

ーグルの動き、ＡＴ＆Ｔの動きを見ていると、我々ＮＴＴコミュニケーションズとして

は、目指すべき姿は、もう全てOpen Northbound、Open Control、Open Southbound、Op

en Deviceという形で、みんなオープンにしていくと、何かできるんじゃないかな。そう

すると、それぞれ、さっき言っていた、団体が言っているTransport APIだったりＡＴ＆

Ｔが言っている話だったりグーグルが言っている話というのは横に、写像といいましょ

うか、対応しているねということで、これ全部一気通貫でやっちゃおうという話を実は

今やっています。 

 なので、次の１５ページは、それを一度シリコンバレーのほうに、私どもＮＴＴグル

ープ全体で、ドコモ、ＮＴＴ東西、ＮＴＴコム、みんなで一緒に、ＮＴＴ持ち株の研究

所と一緒に行きまして、こんなことをやろうよと声をかけていたら、意外とここに書い

てあるようなメンバーが、そうだよねということで今集っていただいて、Open Disaggr

egated Transport Networksというプロジェクトを、ついこの間始めたばっかりで、これ

は伝送レイヤーにもオープンソースをどんどん入れてきて、みんな、もっと自由に通信

のインフラをつくりましょうというプロジェクトを今動かし始めたところです。ただ、

先ほど申し上げたように、まだまだ商用ネットワークに入れるにはちょっと敷居が高い

のが現状です。 

 残りの１６ページ、１７ページ、１８ページあたりは、実は私どもだけが言っている

わけではなくて、グーグルもコムキャストもテレフォニカもそれぞれのスタンスで、み
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んなおいでよ、おいでよということは言い始めているということです。これが前半のお

話です。 

 後半、今度はがらりと変わりまして、ＮＩＣＴのテストベッド、ＪＧＮに代表される

ようなテストベッドを今後どう活用していくべきかということに関して、少し弊社内で

まとめた意見をご披露というか、ご紹介したいと思います。２０ページなんですけれど

も、先ほど申し上げたように、ＮＩＣＴのテストベッド、私ども、長年利用、活用させ

ていただいております。ありがとうございます。全部ではないんですが、約３０名ほど、

実際、事務局に出向していた人であるとか、ついこの間まで雪まつり中継をやっていた

人とか、ｉＰＯＰでＲＩＺＥも使っているので、人であるとか、当然、北陸センターの

金沢にあるＳｔａｒＢＥＤの活用とかやっている人間に、いろいろアンケートを私のほ

うからとりました。 

 ２番目に集約したんですけれども、多かったものを項目だけご紹介すると、そもそも

テストベッドというものがＪＧＮは相当前にできました。ＴＡＯのころからありますの

で、あのころ、通信総研とかいろいろあって、いろいろまとまって、Ｉａｍネットがあ

ってＳＩＮＥＴがあって、ＪＧＮがあってみたいなところが、文科省と分かれていろい

ろあったと思うのですけれども、あのころから比べると、今、テストベッドはつくりや

すいです。ＡＷＳがあります。グーグルがあります。ＳＤ１とかというのもあります。

ですから、テストベッドって今、結構自分でつくれちゃう時代が来ているので、そもそ

もＪＧＮであるとかテストベッドというものに対する外的要因が変わっているという意

見がありました。それに対して、そんな中で、今のＪＧＮであるとか今のＳｔａｒＢＥ

Ｄはどういう特色を出していくのかというのがいまいち見えにくいかなとか、それぐら

い簡単なものだったら自分でできちゃうよね、ＡＷＳとかうまく使ったらみたいな意見

が多かったです。 

 ２点目は、ネットワーク構成に関する意見です。これは、ＡＰというのはアクセスポ

イントのことです。実は昔から使っている人間からしてみると、ＪＧＮのアクセスポイ

ント、今、数は減っているはずですというのは誤認ですかね。昔、一番多かったときか

ら比べると、ちょっと減っているんだと思うんですね。そうすると、昔を知っている人

間からすると、数が減っているので、実はそこまで迎えにいかないと、回線をこっちが

つなぎにいかないと使えないんですけれども、数が少ないということは、首都圏の人は

いいかもしれないけれども、地方にいる人は、えーっ、遠いところにしかないみたいな
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だと、そういうところは使いにくくなっているのではという意見があります。 

 ３点目としては、利用者との接点とかユーザコミュニティーの話で、認知度の問題に

関してあれこれ言っている人間は複数人いたというのは、一応事実としてお伝えしてお

きます。あと、利用者が昔はというか、今でもそうかもしれませんが、ＪＧＮを使う人

ってネットワークのプロが多いんです。ところが、ネットワークのプロじゃない人も使

いたいはずなのに、通信が専門でないがゆえに、どう使えばいいかわからないみたいな

のが多いということを言っている人が結構いました。あと、事務局とか手続の話があり

ましたが、これはかなり改善されていると聞いていますので、さらなるできることとす

ると自動化というのがあるのではないかという意見がありました。 

 次の２１ページですけれども、その意見を集約して、今度は彼らにどんなＮＩＣＴの

テストベッドの今後、To beというか、これから期待するかというと、これは私が造語で

つくったのですけれども、テストベッド・オブ・テストベッドという意見が多かったで

す。つまり、ＪＧＮにつないだら、ＳＩＮＥＴとかＷＩＤＥとかほかの学術系のネット

ワークまで全部シームレスに見える。これは、今日、文部科学省の方もいらっしゃいま

すけれども、ＳＩＮＥＴ側から入ってきても同じことは言えるかもしれませんが、それ

ぞれの学術系のネットワークが相互につないだほうが便利な場合もある。必ずしも大学

だけが一緒にやるわけではないので、学術機関ネットワークのハブになっていただきた

い。ＳＩＮＥＴは、実は相互接続、結構頻繁にやっておられると、文部科学省側の話を

聞いていますので、ＳＩＮＥＴの相互接続とＪＧＮの相互接続が組めば、鬼に金棒でユ

ーザがいっぱい増えるんじゃないかということを言っている人間は多数いました。 

 それから、実は学術機関だけではなくて、先ほど申し上げたように、民間も今、テス

トベッドばやりです。実はＮＴＴグループもいっぱいテストベッドを持っていて、ＮＴ

Ｔコムだけでも複数持っています。そういうテストベッドがいっぱい出てくると、実は

テストベッド同士をつなぎたいというニーズは必ず出てきます。ＮＥＣもテストベッド

を持っています、富士通も持っています。お互いどうつなぐのというときに、どうする

のという話になると、ＪＧＮに行けば、みんなテストベッドがつながっているよとなる

と、すごくいいよねという話がありました。 

 そのためには、ＡＰＩが整備されているとつなぎやすいとか、Ｌ２とかＬ３とか、い

ろいろ通信技術がありますけれども、いろんなドメインとかいろんなレイヤーでつなが

るといいよねという話がありました。 
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 最後のページです。それから、実はテストベッド、民間も学術もみんな言っているの

は、先ほど出ましたけれども、人材育成が課題だ、課題だと言っています。だったら、

みんな同じ課題を抱えているのであれば、テストベッドを相互接続することで人材育成

の課題も一緒に解けばいいじゃないか。みんな同じことで苦労しているのだったら、Ｊ

ＧＮであるとかＮＩＣＴのテストベッドが人材育成という場も、ハブにテストベッドを

創設すればなれるんではないかと言っている人間がいました。それから、先ほど言った

通信のプロがいないんだけれども、やりたいことはあるという、アイデアを持っている

人とオペレーションできる人が出会う場をこういう形でつくれると、アイデアを持って

いる人材と実装ができる人材のコミュニティーがＮＩＣＴのテストベッドを中心にでき

たら理想だよね。 

 もっと言うと、テストベッドってコミュニティーとくっついている場合が多いので、

地方のコミュニティー同士をつなぐことにも結果的になるのではないか。実は私、サイ

バー関西プロジェクトというのは、残念ながら２年前にお亡くなりになった山口英先生

と一緒にやっていました。今もやっています。それから、沖縄オープンラボというのも

やっているのですけれども、この間、サイバー関西プロジェクトと沖縄オープンラボを

一緒につないでみたら、お互いのやりたいことがすごく増えて、ユースケースがいっぱ

い出てきたので、実はつなぐときにＪＧＮを使わせていただきました。ただ、これはよ

く知っていたからできたのであって、知ってなかったら、ＪＧＮを使って沖縄とサイバ

ー関西をつなぐという話にならなかったんじゃないかなとなるので、こういうので使っ

ていただくのはありなんじゃないかなというのがいっぱい意見が出ました。 

 

（２）意見交換 

 

○相田主査  どうもありがとうございました。それでは、ただいまの２件のプレゼンテ

ーション、浅見先生からは主にアプリケーション側から、こういうものがこれから必要

になるねということでしたし、ＮＴＴコミュニケーションズ様からはキャリアの立場か

ら、どうネットワークをつくっていくかというような話とテストベッドの話がメインで

あったかと思いますけれども、どこからでも結構ですので、ご質問あるいはご意見ござ

いましたらお願いしたいと思います。 

○酒井構成員  最初の浅見先生のほうの、私、タイトルを見たとき、個人情報の利活用
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に向けた基盤技術ということなので、何となく個人データをどう集めるか、匿名加工を

どうするか、そのデータ解析をどうするかって標準的なストーリーを考えたんですけれ

ども、中身を見たらかなり違うので感心したんですが、これ、こう考えてよろしいです

か。最初のほうは、個人情報を集めるための、現に今、ＡＴＲでやっておられることが

わりと海洋資源まで書いてあって、そこから後の資料８、１４ページ以降ですけれども、

どちらかというと、これは、こんなことをこれからやらないといかんということで、浅

見先生のご意見なのかＡＴＲのご意見かわかりませんけど、そんな感じで、こういうこ

とが大事だと思っていると考えればよろしいですかね。 

○浅見構成員  そんな感じだと思います。 

○酒井構成員  もっとも、節税の場合には、節税したい人は大勢いると思うので、結構

難しいんじゃないかとは思いますけれども。 

○浅見構成員  何を申し上げたいかというと、これを考えたのは、いわゆる著作権に関

しても問題が出てきています。最近、いろいろ話題になっているのはただで見せる漫画

サイトですね。それに対する遮断がいいのか悪いのかという議論があるのですけど、あ

れはやはりこの課題をごちゃまぜにしているからだと思うんですね。要するに、ビジネ

スとしてそこにアクセスするということと、いわゆる表現の自由がごちゃまぜになって

いる。やっぱりそこは分けて、ちゃんと了承を得た上で取引をするプロトコルに持って

いかないと、ずっとこの問題を引きずります。一言で言うと、道路でいくと１種類の道

路しかない、そういうビジネスモデルだと思うんですよ。実際の道路は、高速道路があ

ったり自動車専用道路があったり歩行者専用道路があったりとか、いろいろあります。

そういうふうに持っていかないと。 

 いわゆるサイバー空間は、一言で言うと国を超えているわけです。 

 そもそも、例えば、日本からそういった漫画サイトにアクセスしている通信は通信な

んだろうかというと、法的には片方、日本国憲法ですと、アクセスしている人しかカバ

ーできてないので、通信は片方の半分しか見てないわけです。そうすると、法的な意味

では通信ではないとも言えるんですね。放送かもしれない、先はわかんないからと。そ

うすると、それに対する権利保護も全く違ってくる。そこをもう少し、法に明るい方と

技術者がちゃんと議論して、抜本的なプロトコルの開発に乗り出していかないと、これ

から先、なかなか難しい問題が国レベルでも起こってくるんじゃないのかな。その辺、

私も調べてみてびっくりしたのですが、マイナンバーカードに関しても多くの方々が違
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憲訴訟しているということがわかりまして、えっ、これが違憲訴訟の対象なのかと。そ

れがちゃんとすっきりわかるように仕切るプロトコルが必要じゃないでしょうか。 

○酒井構成員  どうもありがとうございました。 

○相田主査  ほかにいかがでございましょうか。 

 私から、それに関連して。やっぱり今までＪＧＮなんかもそうですけれども、高速で

つながるということだけだったんですけれども、いろんなネットワークがいると、ここ

のＯＳＳを試してみたいとか、そういうことだとすると、今までの、悪く言えば、単に

つながるテストベッドじゃない、もっと別のタイプのテストベッドが必要になってきて

いるんじゃないかなという気もするんですが、そこら辺については何かコメントござい

ますか。 

○ＮＴＴコミュニケーションズ（株）（山下）  私でよろしいですか。 

○相田主査  はい。 

○ＮＴＴコミュニケーションズ（株）（山下）  おっしゃるとおりだと思います。それを、

どのレイヤーで、別の光ファイバーを引くのかとか、別のレイヤー２のネットワークを

つくるのか、これは東大の中尾先生が常々おっしゃられているスライスネットワーク的

な考え方、これは、５Ｇということにもつながってきますので、スライス単位で自由に

テストベッドが組めるみたいな考え方、ちらっとマルチドメインとかという書き方をさ

せていただきましたが、そういうテクノロジーも必要で、それだと、例えば、今だとセ

グメントルーティングのＶ６であるとか、いろんなキーワードは出ているのですけれど

も、そういうものもやっぱりオープンソースと無縁ではないので、どんどん試していく

と、テストベッドを相互接続するためのテクノロジーみたいなものがどんどん出てきて、

それをＡＰＩでたたけると、簡単なセンサーネットワークを、特区をつくっている都市

のある、浅見先生がご提案したようなセキュリティの何かのテストベッドがぱぱぱんと

つながってしまうとか。 

 これは、今でもインターネット経由だとつながっているのですけれども、やっぱり実

はインターネットというのはアンダーレイヤーの帯域とか品質とかを保障できないので、

これはＮＩＣＴのＪＧＮであるとかを使うと、いきなりそこに１００ギガであるとか、

もうほんとうにプロ向けのインターネットのアンダーレイヤーが調達できるので、これ

は全く違うことができることがわかると思うんですね。それが普通の人は、インターネ

ットって全部一緒でしょって思っているので、わからなかったりするので、そういうも
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のをわからせてあげると、すごくいいと思います。これは今、お問い合わせ、インター

ネット中継の話が山のようにオリンピック周りで来ているんですけれども、ＤＡＺＮで

あんなのができるんだから、４Ｋも８Ｋも中国からすぐできるんだよねみたいなことを

言ってくる人がすごく多いんです。いや、全く違いますという話をするんですけれども、

アプリをやっている人というのは大体そういう意識なので、それで、やってみると、あ

れっ、遅延が多いとか、何か違うよねという話になるので、そこをネットワークのプロ

がさっと出ていって、スライスという形でつないであげると、上の人がすごい喜んで、

いろんな実験をし始めるということになります。 

○相田主査  ほかにいかがでございましょうか。 

○浅見構成員  じゃ、私、よろしいですか。 

○相田主査  どうぞ。 

○浅見構成員  山下さんと久方ぶりにお話ししたのでおもしろかったんですが、ＪＧＮ

というのは、過去においては、例えば、製品のオファー、実際に商用に持っていく前に、

１回ここで潰しておきましょうよというような位置づけがあったと思うんですけれども、

最近はそういう必要はほとんどなくなってきたということなんですか。 

○ＮＴＴコミュニケーションズ（株）（山下）  私に聞いていただくより、違う方に聞い

ていただいたほうがいいような気がしたんですけど、はい、だと思います。実際、事務

局の方とお話ししていたときも、ＮＩＣＴのテストベッドの一つの理想のあり方として

は、インターロップのＳｈｏｗＮｅｔの３６５日常設版というのができたら最高ですよ

ねということですよね。あれは、幕張メッセであの１週間だけインターオペラビリティ

ーをテストできる非常に貴重な場なんですけれども、残念ながらイベントなので、３日

間で消えてしまうんですが、あれが１年間常設できていれば、相当いろんなことが試せ

るはずなんですけれども、いろんな条件があって、かなり厳しいとは思いますが、to b

eとしてはそういうところがあるだろう。 

 それから、オープンソースって、先ほど言ったように、使うとすごくリスクがあるの

で、ＪＧＮも含めて、ＮＩＣＴのテストベッドでオープンソースをどんどん使っていた

だいて、だめなことも含めてノウハウを共有していただくと大変助かるというのはある

と思いますす。 

○相田主査  ほかにいかがでしょうか。 

 どうぞ。 
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○岡野構成員  ＪＧＮを運営していますので、その関係で。山下先生には大変示唆に富

むご示唆をいただいて、後でいろいろとお聞きしたいと思っているのですけれども、ネ

ットワークの専門家と非専門家、それと、オープンソースと自前のものが今入り乱れて

いまして、現にＮＴＴコミュニケーションズ様もオペレーターであって、なおかつユー

ザであると。だから、両面の立場があって、結局、ＩｏＴとかビッグデータという話は、

これまでのユーザとサプライヤーというのが完全に分かれてなくて、あるときは、ユー

ザがサプライヤーの一部、例えば、我々のやっている翻訳でも、昔だと話したことを、

いわゆる翻訳の専門家に訳してもらって、それで何かのビジネスパートナーに伝えると

いうことで、ユーザ・サプライヤー・サプライヤーみたいな形になっていたのが、例え

ば、自動翻訳を機械でやることによって、サプライヤーの一部分がユーザ側に寄ってく

ると。そのような、いろんな切り分け方がわりと自由に変わっているので、先ほどのオ

ープンソースというのも、やはり自前で全部できないからこそ手間がかかっていても、

そういうのを取り入れていくということだと思います。やはりそういう動きをテストベ

ッドの中でどのように取り組むかというのは少し難しいところがありますが、やはりそ

ういうことのお役に立っていかないと、これからの貢献は難しいかなと思っています。

やはりハードだけですと、どうしてもこれまでのルーター開発であるとか、そういうと

ころには比較的ダイレクトに貢献できると思うのですけれども、上位レイヤーとか、先

ほどのスライスとか、いろいろと変化を持たすためには、我々も工夫をしていかなくち

ゃいけないなというような問題意識を持っております。 

 以上です。 

○相田主査  ありがとうございます。 

○ＮＴＴコミュニケーションズ（株）（山下）  １つの事例をご紹介すると、ちょうど今

年の札幌の雪まつりの中継を、先ほどご紹介したサイバー関西プロジェクトが中心にな

ってやりました。今回のチャレンジは、映像を別々のルートで、アメリカ回りとかアジ

ア回りとか、いろんなところを回して札幌から東京なり高速に届けたときに、ばらばら

で届いても、どれかが落ちても大丈夫みたいなことを実はかなり凝ったやり方をやった

んですが、ばらばらで来るパケットを取捨選択するというのは、８Ｋの映像、しかも１

００ギガのネットワークに流している中でやるのは実は相当大変なことで、実はネット

ワークのデバイスがいいものがありませんでした。なので、セキュリティのアプライア

ンスを実はとってきて、セキュリティってウイルスチェックとか、そういうのをすごい
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頻繁にＤＰＩのソフトはやっているので、「これ、使えるんじゃね？」と言って、使って

みると、意外とパケットの仕分けに使えちゃったので、それをイクシアにそのまま言っ

て、「そういう形で改造したら？」って言って、実はイクシアが今、パケットの合成にも

使えるって言って乗せ始めているみたいで、そういうアイデアも実は使う人が使うと出

てきて、そういうものをメーカーなりセキュリティベンダーにフィードバックするとい

うようなシナジーも出るということですね。やっぱりやってみて、プロが見ると、実は

セキュリティにも使えるんじゃないって、アイデアが、実はＪＧＮだからこそ出たとい

うのはあって、そういう事例をもっとどんどん、どんどん増やしていくのが、すごく上

位レイヤーといいましょうか、ちょっと違うレイヤーの人とつないでいく。でも、やっ

ぱりそこはネットワークのプロがいないと、なかなかつなげないというのはすごく感じ

ました。 

○相田主査  ほかにいかがでございましょうか。 

○森川構成員  せっかくだから、よろしいですか。せっかく山下さんがいるから。ちょ

っとフェイントの質問、いいですか。オープンソースとかホワイトボックスとかで、多

分がらっと変わっていく。そうしたときに、５年後、１０年後、シスコ、ジュニパーっ

て何やっているんですか。事業のセグメント側はどんな感じになっていくのか。その辺

が、やっぱりこの辺と、非常に重要かなと思っていて。 

○ＮＴＴコミュニケーションズ（株）（山下）  サービスプロバイダー向けのマーケット

というのは、どんどん、どんどん、がらがらぽんされるんだと思いますが、エンタープ

ライズに向けては、ある一定のニーズは残っていくのかなという気はすごくします。実

は、今のＳＤ１の流れ、森川先生、よくご存じだと思いますけれども、あの辺で、また

すごくインパクトのある話がどんどん今後出てきて、その中で、もしかするとグーグル

とかアマゾンというのが、Ａｌｅｘａみたいなものを今、我々の家庭の中に置き始めて

いますけれども、ああいうものを、ビジネスのエンタープライズにも置き始めてきて、

実は、あれっ、これ、電話もできるよねとか、これで注文できるよねという形で、ネッ

トワークとああいうものをセットでグーグルが提供するとかアマゾンが提供するという

ので、かぶせてきそうな勢いはすごくあります。そういうところに、うまくシスコなん

ていうのは入っていくような気がします。 

 あと、ＨＰとかインテルが言っているような新しいチップの波が来ているので、ＦＰ

ＧＡの話だとかメモリセントリックのチップの話だとか、ああいうものとくっついてく
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るような気がすごくします。 

○相田主査  ほかにいかがでしょうか。 

 浅見先生が最初のところで言われた、信頼ある無線という話で、総務省の別の研究会

のところで、４Ｋ、８ＫをどうＩＰ上で流すかという話のところでも、うちまでは無事

届いたとして、うちの中、みんな、平気で無線ＬＡＮで飛ばしますから、うちに入って

から受像機に届くまでの間にがたがたになるんじゃないかというのは非常にあれなんで

すけれども、これは、岡野さんに聞いたほうがいいんでしょうかね。無線の画期的なあ

れというのはあり得ますか。 

○岡野構成員  先ほどの話に戻るかもしれないのですけれども、ユーザとサプライヤー

が一緒になってきて、ユーザ側も、専門知識はないんだけれど、いろんなことを試して

みたい、そういうときに浅見先生の書いておられる１から３というのは、ユーザが安心

して使うことに役立つのではないかと思います。いわゆる専門家はいろいろ調整したり

できると思うのですけれども、やはりこういうところというのは、これからユーザとサ

プライヤー、先ほどのオペレーターとか、あと、自前とオープンソース、そういうよう

なものが入り乱れていく中であったとしても、やはり要素としてちゃんとつくらなくち

ゃいけないということでいろいろと取り組んでいく必要があるのではないかと思ってい

ます。そういうことでよろしいですか。 

○相田主査  いや、だから、何段階かの話があって、平常時、ちゃんと確実に届けると

いうのは、チャンネル管理なり何なり、いろいろすればいいのかもしれないですけれど

も、例の太陽フレアみたいなのがわんと飛んできたときに、それでもちゃんと到達性を

確保できるのかとか、そういう話になると、かなり心配ですよね。 

○浅見構成員  私がいただいたテーマですと、建物の中でいろいろなものが燃えたとき、

燃えるということは電離が起こるので、ほんとうに通信できるのかと言われたとき、何

が燃えているかがちゃんとわかってないと、つながるとは言い切れないですよね。そう

いうものをどうやって見きわめるのかな。 

○岡野構成員  そうですね。そういうときには、ちょっと古い話になるかもしれません

けれども、インターネットのベストエフォートといいますか、完全に回線を確保して、

お互いに通信をするということではなくベストエフォートでやると。先ほど、アメリカ

回り等、いろんなルートの話もされましたけれども、１つの技術をより完成度を高める

のか、ある程度確率的な要素が入るのかもしれませんけれども、それを幾つかの方法を
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組み合わせて、パーフェクトではないけれどもベターなものを入れていくかというよう

なところも考えていかないと、やはりコストであるとか、絶対というのはなかなか難し

いのではないかなと個人的には思っています。やはりそういうシビアな状況であれば、

それにどれくらいのリソースをかけるかというところも含めて考えていく必要があるか

なと思っています。 

○相田主査  ほかにいかがでございましょうか。 

○浅見構成員  よろしいですか。この際、ちょっとお話しさせていただきたいのは、こ

れ、またユーザの問題なのですけれども、脳磁計とかいろいろな装置を使っている方々

がＡＴＲにはいらっしゃるんですけど、そこで言われているのは、磁力に対する制御と

いうのはなかなか難しいということ。磁力は、はっきり言って、水でも空気でも透磁率

はほとんど同じなので、周波数が低い磁力だと、数キロ先のものが動いただけでも影響

が出ている。そこを的確にシャットアウトする技術がないと、そういう脳磁計みたいな

ものは使えないらしいです。というか、ものすごく田舎でないと使えないと。都会だと

ほとんど、何をはかっているかわからない状態になりやすい。 

 ということで、今まで、いわゆる電場に関しては、制御技術が確立していると思うん

ですが、磁力に関してはまだ発展途上じゃないのかなということです。現場の人に聞い

て、確かにその周波数ですとしようがないと思いました。しかし、しようがないで済ま

せていいのでしょうか。周波数というと、数キロヘルツまでの信号です。そういうこと

で、非常に波長が長い。大概のものが１波長（30kmほど）の中に入ってしまう、要する

に、近接場になっているんですね。そういうことで、その辺の制御ができないとまずい。

どういう技術なら、それをシャットアウトできるのだろう。 

○相田主査  うちも電子顕微鏡を置いてある一角がありますけれども、そこら辺は部屋

に大きなコイルをあれして、キャンセレーションをやっていますよね。あれをどれぐら

い減らせているのかとか、私、ほんとうのところ、ちゃんと聞いたことがないんですけ

れども、それをやっていても、やっぱりほんとうのサブナノメートルのを観測しようと

するときには、夜になってからじゃないとできないとか、皆さんおっしゃっているから、

やっぱりそうなんでしょうね。 

○浅見構成員  一番大きいのは、電車がとまった状態じゃないと困るんですね。という

ことで、真夜中に、３時とか２時にやらないとだめだという状況のようです。 

○相田主査  ほかにいかがでございましょうか。 
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（３）その他 

 

○相田主査  それでは、時間も一応、当初予定していた時間になりましたので、本日は

２件、大変興味深いプレゼンテーション、ありがとうございました。多分、お帰りにな

ってから、いろいろ追加で聞きたいこととか出てくると思いますので、そのときは、事

務局で取りまとめて、書面でお問い合わせ等させていただきますので、その節は、対応、

よろしくお願いいたします。 

 それでは、今後の予定等につきまして事務局からお願いします。 

○杦浦技術政策課統括補佐  次回の委員会は、６月７日木曜日１０時からということで

ご連絡しておりますので、構成員の皆様、ご出席のほど、よろしくお願いいたします。

出席の確認については、改めて事務局よりご案内を差し上げます。次回は、今回いただ

いた話ですとか、別途やっております検討会の議論も踏まえまして、今後取り組んでい

くべき事項ですとか推進方策についての議論を始めていきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

○相田主査  それでは、全体を通じまして、何か構成員の皆様からございますでしょう

か。よろしゅうございますか。 

 それでは、本日の会合をこれで終了させていただきます。どうもありがとうございま

した。 

 

以上 


